
実質化された人・農地プラン 

 

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日 

珠洲市 

狼煙地区 

（横山・上出・中前田・中島） 

令和３年３月１５日 平成３０年３月３０日 

 

１ 対象地区の現状 

①地区内の耕地面積 ６７．２９ｈａ 

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ３５．９９ｈａ 

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 ５．００ｈａ 

 
ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 ２．８２ｈａ 

ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 １．９４ｈａ 

④地区内において、今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ０．００ｈａ 

⑤地区内における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 個 人 ４経営体 

（備考） 

担い手は十分確保されている。 

 

２ 対象地区の課題 

農業従事者の高齢化や後継者不足が進行していることから、担い手の経営の安定を図るため、ほ場整備

地では大浜大豆と水稲の複合化を図り、道の駅狼煙と連携した６次産業化を推進し、農家所得の向上や農

業生産の拡大を図っていく。 

 

３ 対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針 

現在、ほ場整備地を認定農業者等の担い手が中心に集積しており持続可能な地域農業を今後も継続して

確立していく。 

 

４ 農地中間管理機構の活用方針 

地域の農地所有者は、原則として農地中間管理機構に貸し付けることとするが、最終的には地域の農地

所有者の意向を優先する。 

 

  


